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運用資産

運用資産からの
取り崩しによる収入

(出所) 合同会社フィンウェル研究所作成
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バッファー資産としての債券

バッファー資産の取り崩し
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長く引き出さないのなら預金の代替商品は？

債券の利息
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バッファー資産として長期で保有するつもりなら
    ⇒ 預金の代わりになる資産も。米国では高配当株を使うことも
    ⇒ 預金＋アルファの考え方で、債券の活用も
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長く引き出さないのなら預金の代替商品は？
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2026年3月末個人金融資産          2040年
             (資産運用立国のアップデート)
 
 金融資産合計    2386兆円 (100.0％)                  
   現金預金   1126兆円 ( 47.2％)
   債務証券   36兆円 (  1.5％)   
   投資信託     165兆円 ( 6.9％)   40％
   株式等    398兆円 ( 16.7％)

国債
 
 個人向け国債   変動10年   8月募集分 1.87％
      固定 5年     2.06％
      固定 3年     1.71％

社債
 
 個人向け社債   ソフトバンクグループ・ハイブリッド社債、みずほFG・劣後債などが注目された



重要事項

• 当該資料は信頼できる情報、データをもとに合同会社フィンウェル研究所が作成しておりますが、正確性・完
全性に関して当社が保証するものではありません。

• 当該資料に記載された情報、意見は作成時点のものであり、その後の情勢の変化などによって予告なく変
更することがあります。

• いずれの情報、データ、意見は将来の傾向などを保証もしくは示唆するものではありません。

• 当該資料に係る一切の権利は引用部分を除いて弊社に所属し、いかなる目的であれ当該資料の一部ま
たは全部の無断での使用・複製は固くお断りします。

合同会社フィンウェル研究所
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